























































93年度第 1地区 92年度第l地区 92年度第2地区 92年度第3地区 93年度第2地区
表 土
l植物根混表土 8耕作土 14明茶褐色砂質土 20明灰色砂質土 25灰褐色砂質土
2表土
遺物包含層
3磯混茶褐色土 9暗茶褐色砂質土 15暗茶褐色砂質土 26黒褐色砂質土
4砂混茶褐色砂質土
5砂混黒褐色土 10灰黒褐色砂質土 16黒色混濃茶褐色 21暗灰色砂質土 27黒色砂質土
地山① 6黒褐色土 11黒褐色砂質土 砂質土 22暗黒色砂質土 28黒褐色土
12茶褐色砂質土 17暗黒色土 23茶褐色砂質土
地山②




































































































































































































































SB o 5 C図版48)
中央トレンチ北西端に位置する竪穴建物である。建物の南端の一部を検出したに留まり，大部
分は調査区外に続く。東西3.2m，南北60cm以上のプランをもっ。南北壁の方向は確かではない

















SF o 1 (SD o 1・SDo 2) C付図4，図版43)
SFOlは中央トレンチ北端に位置する東西道路遺構である。 SDOlおよび SD02によって側溝が
つくられている。道路跡は地山を削り残した，かまぼこ状の断面をもっ。道路幅は2.7mを測り，
おおむね 1間半に相当する。 SDOlとSD02はSFOlの側溝である。溝の方位はE-16° -Nをも





































































SK O 2 C図版47)
東トレンチに位置する。直径1.2m，深さ50cmを測る。堀埋土の砂混暗茶褐色土の上層から切
り込んでおり， SXOl廃絶後につくられた土坑である。







































































































































































































































































































































































土中からは開通元賓（唐） 2枚，太平通賓（北宋） 1枚，皇宋通賓（北宋） 1枚，至和元賓（北















（凹） (g) 時代 年
246 開通元賓 第1地区 掘埋土 砂混暗茶褐色土 76.62 18 84 2.5 2.2 真書 唐 621 
247 紹聖元賓 第1地区 堀埋土 砂混暗茶褐色土 76.58 18 94 25 3.0 筆書 北宋 1094 
248 聖宋元賓 第l地区 SB3貼床 暗褐色土 76.78 18.86 24 40 行書 ~t宋 1101 
249 開通元賓 第 l地区 SB3 砂混茶褐色土 76.74 1884 23 28 真書 唐 621 
250 開通元賓 第 1地区 SB3 砂混茶褐色土 76.74 18 86 26 40 真書 唐 621 253に錆付く
251 太平通貨 第1地区 SB3 砂混茶褐色土 76.72 18.88 24 28 真書 北宋 976 254に錆付く
252 皇宋通賓 第1地区 SB3 砂混茶褐色土 76 72 18.82 25 3.5 真書 北宋 1039 
253 至和元賓 第 l地区 SB3 砂混茶褐色土 76 74 18 86 2.5 31 筆書 北宋 1054 256に錆付く
254 嘉祐通賓 第1地区 SB3 砂混茶褐色土 76.72 18.88 2.5 3.7 真書 北宋 1056 251に錆付く
255 元祐通貨 第1地区 SB3 機混黒褐色土 76.70 18 98 25 3.4 筆書 北宋 1086 
256 天聖元資 第1地区 SB4 砂混黒褐色土 76 84 18.98 25 33 真書 北宋 1023 
257 天祐通賓 第 l地区 SB4 砂混黒褐色土 76 84 18.98 2.4 27 筆書 北宋 1086 
258 皇宋通賓 第 l地区 SK 1 o 様混黒褐色土 76 70 18.98 2.5 2.9 .書 北宋 1038 
259 元祐通貨 第l地区 SK 1 o 磯混黒褐色土 76 70 18.98 2.5 3.2 .書 北宋 1086 
260 威平元賓 第l地区 砂混黒褐色土上面 76.86 18.86 2.5 2.9 真書 北宋 998 
261 祥符通賓 第1地区 砂混黒褐色土上面 76 82 18.92 2.6 3.7 真書 北宋 1009 判読不能銭が錆付く
262 皇宋通費 第l地区 砂混黒褐色土上面 76.80 19.00 2.5 3.1 真書 北宋 1038 
263 政和通賓 第1地区 砂混黒褐色土上面 76.80 19.00 2.5 3.1 真書 ~t宋 1111 
264 開通元賓 第1地区 砂混茶褐色土 76.84 18.90 2.3 2.4 真書 唐 621 
265 治平元賓 第1地区 砂混茶褐色土 76.86 19.02 2.5 3.2 真書 北宋 1064 炭と共に出土
266 元祐通貨 第1地区 砂混茶褐色土 76.76 18.90 2.5 2.7 筆書 北宋 1086 
267 政和通貨 第1地区 砂混茶褐色士 76.46 18.88 25 35 真書 北宋 1111 
268 開通元賓 第1地区 表土 2.0 19 真書 唐 621 2/3の破片













































































I a • b期はもっとも調査区内の諸施設が整備された，統一的な都市軸が確立する時期であっ
た。中央トレンチで検出されたほとんどの遺構がこの時期に属し， SB03・04・05・06, SFOl・









には東トレンチのSXOlの堀埋土から遺構が掘られている SKOl,02, 03, 23, SE05があげられ
る。また， SXOl北の部分にも当然この時期の遺構があったと考えられるが， I a・b期と明確
に区分することは難しい。しかし， SK02から出土した15世紀末葉のかわらけ（京都系土師器皿）
は中世十三湊が廃絶する直前に搬入される資料として，今後注目されるであろう。
E期はSP175・184～189・197の近世遺構があげられる。この一連のピットからはキセルの雁
首や吸い口が出土した。本調査区から，こうした近世の遺構は，ほとんど希薄である。包含層か
らも伊万里が6片，不明近世磁器片が若干出土しているだけで，近世の様相は全く不明である。
しかし，近世遺構については町屋地区の調査で多く検出されいる状況から判断すると， 17世紀の
弘前藩による湊の再整備と十三小廻しの確立によって，弘前藩経済と流通によって重要な地方港
ととして再出発した十三湊が，近世のある時期ーおそらく 18世紀段階に一前潟に面した街村部だ
けでなく，旧中世十三湊の中心部だった砂州の中央部まで点々と屋敷がつくられるほど，にぎわっ
たことを物語るといえよう。 （千田）
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